
詳細は、以下のQRコード
からご確認ください。

お問い合わせ：施設管理課
☎︎042-470-1549

▲図　清柳園の位置
　　　（東京都清瀬市下宿二丁目
　　　55４番７、８）

　柳泉園組合では、清柳園（旧ごみ焼却処理施設）の
解体撤去工事を予定しています。清柳園は、昭和43年
に清瀬町（現在の清瀬市）が建設し、昭和45年に清瀬
町が柳泉園組合に加入した後は、柳泉園組合に施設及
び土地が移管され、東久留米市に所在する焼却炉の補
助炉として昭和60年まで稼動していた施設です。
　この解体撤去工事に先立ち土壌汚染対策法に基づい
た調査を実施したところ、一部の土壌で基準値を超え
る物質を検出しました。

　土壌汚染には、汚染物質を人が摂取する経路があって初めて健康被害が生じるおそれがあるという特徴があります。
柳泉園組合では以下の理由から、周辺住民の皆様の安全面や健康面には影響がないものと考えています。
①敷地内は立入禁止であるため、周辺住民の方が土壌を直接摂取する機会がないこと。
②表面が雑草、砂利等で覆われているため、土壌が飛散する可能性が低いこと。
③汚染が確認された場所から地下水の流れる方向に飲料用井戸がないこと。
　柳泉園組合は東京都の指導のもとで敷地内をシートで覆い、さらなる安全確保と周辺環境への配慮に努めています。
そして、今後実施予定である土壌汚染対策工事を含めた解体撤去工事計画の策定や、次期土壌調査結果などの情報につ
いては組合ホームページ等で順次、公開していきます。

表 1：第二種特定有害物質（土壌含有量試験）
物　　質 指定基準 調査結果（最大値）

鉛及びその化合物 150（mg/kg） 650（mg/kg）

表 2：表層土壌のダイオキシン類
物　　質 環境基準 調査結果（最大値）

ダイオキシン類 1,000（pg-TEQ/g） 9,400（pg-TEQ/g）

表 3：地下水水質
物　　質 環境基準 調査結果（最大値）

ダイオキシン類 1（pg-TEQ/ℓ） 25（pg-TEQ/ℓ）

鉛 0.01（mg/ℓ） 0.015（mg/ℓ）

清柳園の土壌調査結果について 調査結果（抜粋）
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令和２年度
柳泉園組合

決算について

令和２年度
人事行政の

運営等の状況の
公表について

令和２年度発電及び電力使用量等

　令和3年11月24日㈬
に開催された柳泉園組
合議会において、柳泉
園組合一般会計歳入歳
出決算が認定されたの
で報告します。

　人事行政の運営等の
状況の公表に関する条
例に基づき、職員の給
与の状況等の概要をお
知らせします。 

詳細は左下のQRコード
からでも確認できます。

　クリーンポートでは、ごみを燃やしたときの熱を利用してボイラで蒸気を発生させ、蒸気タービンの羽根を回して電
気を作っています。発電能力は最大で１時間当たり6,000 kWhとなります。これは、一般のご家庭約2,000世帯に、
１時間供給できる電力量に相当します。（１世帯あたり３ kWh（100Ｖ×30Ａ）とした場合）
　発電した電気は柳泉園組合内で使用され、余った電気は電力会社に販売しています。蒸気タービンによって作られた
電気を使用することにより、柳泉園組合全体で約１億3,500万円の電気代の節約になっています。
　また、ボイラで作る蒸気は発電以外にも、柳泉園グランドパークのお風呂や温水プールの水を温めるなど、有効活用
しています。	

※焼却炉の一斉点検等でごみを燃やさない時期に電気を購入しています。

（１）人件費の状況（普通会計決算）

区　分 歳出額（A） 人件費（B） 人件費率
（B/A）

令和２年度 23億6,740万6千円 3億2,523万円 13.7%

（２）職員給与費の状況（普通会計決算）

職員数 給与費 一人当たりの
給与費

（A） 給料 職員手当 期末勤勉手当 合計（B） （B/A）
34人

（再任用含む。）1億2,589万1千円 3,626万6千円 5,492万円 2億1,707万7千円 638万5千円

※職員手当には、退職手当は含まれておりません。職員数は、令和２年４月１日現在の人数です。	

（３）職員の平均給料月額等の状況（令和３年４月１日現在）
区　分 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

柳泉園組合 333,398円 423,737円 45.3歳

東京都 315,489円 463,399円 41.9歳

※平均給料月額とは、令和３年４月１日現在における職員の基本給の平均です。
　この額は平均年齢に関連して増減するため、平均年齢も掲載しています。
※平均給与月額とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外勤務手当等の
　諸手当の額を合計したものです。

総 発 電 量

施設で使用した発電量 施設使用量（総量）
13,749,178 kWh

うち電力会社から購入した量（※）
689,448 kWh

2,169万1,372円
（基本料金含む。）

電力会社に売った量

13,059,730 kWh

8,874,360 kWh
9,190万2,145円

21,934,090 kWh

歳入決算額
27億152万9千円

国庫支出金
90万2千円

(0.0%) 公債費
7,906万6千円

(3.3%)
総務費

5億7,374万6千円
(24.2%)

議会費
428万円
(0.2%)

ごみ処理費
17億1,031万4千円

(72.3%)

財産収入
4万7千円
(0.0%)

分担金及び負担金
12億2,344万2千円

(45.3%)

使用料及び手数料
6億1,680万円

(22.8%)

繰越金
4億6,920万8千円

(17.4%)

諸収入
2億9,643万7千円

(11.0%)

繰入金
9,469万3千円

(3.5%)

歳出決算額
23億6,740万6千円



ダイオキシン類・放射能等測定結果
クリーンポート（焼却炉）ダイオキシン類測定結果（直近の測定結果）

測定項目
（単位）
排出基準

排出ガス
（ng-TEQ/m3 N）

0.1

排水
（pg-TEQ/ℓ）

10

焼却灰
（ng-TEQ/g）

3
ばいじん（飛灰）
（ng-TEQ/g）

　　　　　       　測定場所
　測定日 １号炉 ２号炉 ３号炉

工場排水 工場内
灰コンベヤ

飛灰処理物
搬送コンベヤ総合排水

令和 3 年 11 月 25 日 0.00000010 0.000000060 0.000031
0

0.022 0.13
0.013

敷地境界空間放射線量測定結果（地上高さ 1m 単位 : μSv/ 時・直近の測定結果）
測定日 東 西 南 北 B.G

令和 3 年 12 月 28 日 0.05 0.06 0.05 0.09 0.05

放射性物質測定結果（直近の測定結果）
試料採取日 焼却灰（Bq/kg） 飛灰（Bq/kg） 排ガス（Bq/m3）

令和 3 年 12 月 10 日 不検出 38 不検出

水銀濃度分析計測定結果（mg/m3 N）
測定日 １号炉 ２号炉 ３号炉

令和 3 年 10 月 0.00 0.00 0.00 
令和 3 年 11 月 0.00 0.00 0.00 
令和 3 年 12 月 0.00 0.00 0.00 
令和 4 年 1 月 0.00 0.00 0.00 

　令和４年１月13日（木）午後３時６分頃、クリーンポート（焼却施設）のご
みピット内において火災が発生しました。
　消防・警察機関の現場検証を行った結果、原因と思われるものは発見されま
せんでしたが、炎を確認したため火災断定となりました。
　この火災における人的被害及び設備の損傷はありませんでしたが、火災に
よって作業員の事故や機械設備の故障が発生し、ごみ処理が滞ってしまい、受
入れを制限する場合があります。
　火災事故等を未然に防ぐために、市で定められているルールに従ったごみの
分別排出に市民の皆様のご理解とご協力をお願いします。

ごみピット内で火災が発生しました

詳細な測定結果などはホームページまた
は情報公開コーナーでご覧ください。
右のQRコードからでも
閲覧できます。

お問い合わせ：技術課
☎︎042-470-1547

西東京市
38,464ｔ
49.1％
（100％） 東久留米市

24,494ｔ
31.2％
（100％）

清瀬市
15,420ｔ
19.7％
（100％） 処理委託

3,752ｔ
24.3％
（100％）

売却
3,103ｔ
20.1％
（100％）

焼却灰
8,600ｔ
55.6％
（100％）

令和２年度搬入実績・搬出内訳

ごみ・資源物の搬入量
搬入量（三市合計） …78,378t

可燃ごみ… 63,067t  （80.5％）
不燃ごみ…   7,836t  （10.0％）　　　
粗大ごみ…   1,164t  （1.5％）

資源物… 5,505t  （7.0％）
し尿……    806t  （1.0％）　　

可燃ごみ
12,415ｔ（80.5％）

柳泉園搬入量
（三市合計）

78.378t

柳泉園搬出量
（三市合計）

15,455t

不燃ごみ
1,643ｔ（10.7％）

粗大ごみ
173ｔ（1.1％）

アルミ缶・スチール缶
1,114ｔ（35.9％）

リターナブルびん
79ｔ（2.5％）

鉄等金属類
691ｔ（22.3％）

焼却残渣鉄
289ｔ（9.3％）

エコセメント化
8,600ｔ（100％）

ガス化溶融
871ｔ（23.2％）

カレット加工等
2,753ｔ（73.4％）

乾電池・蛍光管
128ｔ（3.4％）

ペットボトル
930ｔ（30.0％）
（法人量135tを含む）

資源物
993ｔ（6.4％）

し尿
196ｔ（1.3％）

可燃ごみ
20,422ｔ
（83.4％）

不燃ごみ
2,224ｔ（9.1％）

粗大ごみ
313ｔ（1.3％）

資源物
1,306ｔ（5.3％）

し尿
229ｔ（0.9％）

可燃ごみ
30,230ｔ

（78.6％）

不燃ごみ
3,969ｔ

（10.3％）

粗大ごみ
678ｔ

（1.8％）

資源物
3,206ｔ

（8.3％）

し尿
381ｔ

（1.0％）

※�平成29年7月から
古紙・古布の搬入
が無くなりました。

▲現場検証の様子



令和２年度柳泉園クリーンポート長期包括運営管理事業報告
　柳泉園クリーンポート長期包括運営管理事業は、焼却施設の延命化工事（大規模補修）に加え、15年間の長期契約に
することで、物品調達費用、維持管理費用の縮減及び人件費削減等の財政的メリットがあることから、平成29年度から
実施しています。令和２年度の実施内容等について、以下のとおり報告します。

【契　約　額】135億8,750万円　※消費増税に伴い、契約額を変更しています。
【契 約 期 間】平成29年7月1日から令和14年（平成44年）６月30日まで（15年間）

２０２２年２月

令和3年4月から令和4年1月までの状況（単位：トン）
4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月
253.98 437.48 0 0 565.75 778.86 0 341.01 691.46 432.42

【令和２年度】
決 算 額 内　　訳 事業内容

支払総額
10億5,038万6千円

固定費Ａ
５億3,815万７千円

（人件費・定期点検整備費・
各種測定・提案による補修等）

○人件費（運転管理、日常点検、薬品の調達、警備業務等）
○点検・検査等
　・各種（ばい煙、ダイオキシン類、下水道放流水等）測定
　・定期点検整備補修（１号炉～３号炉、共通設備）
　　�給じん設備、焼却炉設備、飛灰処理設備、汚水処理設備、集じん設備、
　　ボイラ設備、発電設備、純水設備、給水設備、窒素酸化物除去設備、
　　通風・煙突設備、電気・計装設備等
　・その他補修（事業者提案：機器・工法改善）
　　灰ピット底部
○油脂類等
○施設内清掃等

固定費Ｂ
４億3,889万２千円

（大規模補修費用）

○焼却設備
　・火格子他交換（ゾーン１、２）１・２・３号炉
　・焼却炉耐火物補修１・２・３号炉
○排ガス処理設備
　・ろ過式集じん機２・３号炉
　・煙道１・２・３号炉（ボイラ～減温塔）（更新）
　・煙道２・３号炉（減温塔～バグフィルター）（更新）
○余熱利用設備
　・蒸気タービン
○通風設備
　・押込み用蒸気式空気予熱器２号炉（更新）
○灰処理設備
　・落下灰水槽１・３号炉（更新）
　・灰押出機１・３号炉（更新）
　・灰コンベヤ＆シュート（更新）
　・飛灰処理物搬送コンベヤNo.2（更新）

変動費
7,333万７千円（薬品代等） 可燃ごみ約70,475ｔを焼却処理したことによる薬品代

※金額はすべて税込みです。

小平・村山・大和衛生組合への可燃ごみ処理支援の状況
　小平・村山・大和衛生組合（構成市：小平市、武蔵村山市及び東大和市。以下「当該組合」といいます。）が、ごみ処理
施設の更新工事を実施することに伴い、柳泉園組合では、令和３年４月から当該組合の可燃ごみを受け入れています。
　令和３年度は、約4,000トンの可燃ごみを受け入れる予定です。この経過について皆さまにお知らせします。
 （広域支援期間は令和３年４月から令和７年９月までを予定しています。）


